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4 月 11 日、韓国・大邱市の寿城池で“大邱農民の

恩人”とうたわれる日本人、水崎林太郎翁（故人）の

追慕祭が、韓日から 40 人が出席して、粛々と行なわ

れました。岐阜市出身の水崎翁は大正 4 年（1915 年）

に大邱に移住、そこで日照りや洪水に翻弄される貧し

い農民の暮らしを目撃しました。 彼は、さっそく

「おおきな貯水池を造成すれば、洪水も水不足も一気

に解消する！」と考え、構想の実現に動きます。当時

の慶尚北道の日本人知事を断固として説得、朝鮮総督

府ともかけ合い、ついに昭和 8 年ごろ、その夢が実現

します。寿城池と呼ばれた大貯水池の完成で、260 万

坪もの水田が新たに生まれ、貧しかった農民たちの暮

らしが一変したと伝えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の追慕祭は昭和 14年に逝去した水崎翁の 76 回

忌を兼ねるものでしたが、私は当日まで「 追慕祭は

これが最後になるのでは！？」との不安を捨て切れな

いまま出席したものでした。その理由は、水崎翁の墓

を 70 有余年、守り通してきた大邱の徐一族の中心人

物、徐彰教（ソ・チャンギョ 82 歳）さんが長期入

院中で追慕祭への出席も無理と聞いていたからです。 

 徐さんは、水崎翁と共に寿城池の実現に尽力した父

の徐寿仁（ソ・スイン）さんや兄の徐大教（ソ・デー

ギョ）さんから水崎翁の墓を守るように！との願いを

託された人です。その徐彰教さんの入院が続いている

以上、今後の追慕祭の継続は、なかなか難しいのでは

ないかと思ったのです。 
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事務局通信 
사무국 통신 

（１） “水 崎 翁追慕祭 ”継 続に一すじの光  ～ 韓国・大邱市 ～   

        

韓国への修学旅行は、ぜひ継続を ! !   ～ 氷河期？の日韓関係に思う ～ 

 

 

事務局統括幹事   後藤和晃 
 

 

 

 

 

挨拶する松井総領事 (在釜山 )  

水 崎 林 太 郎 翁 の 墓   
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 ところが今年の追慕祭は。40 代と思われる数人の

男女が中心になって、手際よく進んでいきました。 

行事が終わったあと、彼らと共に食事をしたのですが、

その一人で日本で 17 年間暮らした経験を持つ劉善元

（ユ・ソンウォン）氏は、追慕祭は、必ず続けると、

こう話してくれました。 

 「徐彰教さんは本当に永い間、個人で墓守りを続け

てこられました。これからも僕らの指導者として導い

てもらいます。そして水崎さんの墓は僕らが徐さんを

支える組織を大きくして守って行こうと考えています。

できれば 2～3 年のうちに墓の近くに水崎さんの業績

がよく分かる記念館を小さくてもいいから建てたいね、

と皆で話あっている所です。」 

 劉さんたちは、医療関係者を中心に、徐さんを支え

てゆくグループをつくりつつあるといいます。 

 私も徐彰教さんとの交友は足かけ 27 年に及びます

が、徐さんの思いが劉さんたち若い世代に受け継がれ、

追慕祭が継続されていけば、こんな素晴らしいことは

ないと思いました。 

 大邱の若い世代の活躍を切に期待するものです。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院中の 徐彰教さん  
（２） 第 17回 総会の特記事項報告   

4 月 27 日に第 17 回総会を行ないました。総会の中で確認や承認を受けた内容は“会の活動報告”の

コーナーで詳しくお知らせしますが、ここでは総会で特に強調し、皆さんの強力と支援を求めた二つ

の項目について触れておきたいと思います。 

① 事務局体制の刷新に、ご協力ください！ 

   会の発足から実に 17 年目という永い歳月が経過し、事務局体制の維持が年々、難しくなってきて

います。中核メンバーの引退や高齢化がすすむ中、一部の幹部に事務が集中する結果となり、この

ままでは事務局を円満に運営することができなくなる恐れがあります。具体的に言えば、特定の幹

部に会の会計から会報の編集、交流史紀行の業務に至るまで担当してもらうようになってきてお

り、このままでは、ご当人の家庭環境にまで影響が及ぶことが憂慮されています。こうした状況を

何とか改善しなければ会の存続も当然、危うくなると考えています。総会では、この幹事に担当し

てもらっている仕事のうち、まず会計部分をどなたか引き受けていただけないかと申し上げまし

た。誰も受け手が 現われないとなれば、来年には（日韓交流に係わる連絡・調整を行なう）事務

局機能だけを残して、他の活動の大半を休止することになるかも知れないとお伝えしました。 

   総会の後の懇親会では「日韓交流史講座や日・韓・中・三国を舞台とした日韓交流史紀行は盛況

を極めているので、ぜひ継続を考えて!!」との声が相次ぎました。むろん、そのようにしたいとは

望んではいますが、それも事務局体制の補強がある程度、図られたら…ということになるでしょ

う。 

   日韓関係が戦後、最悪といわれる今、この時にささやかでも“市民・学生による日韓交流”を 

永年、続けてきた会の歴史に幕を下ろすことには率直に言って、ためらいがあります。 私たちは 

過去 16 年間、私たちの団体の他に、政治も宗教も営業行為とも一切、係わりを持たない団体を国内

で 殆ど見出すことができませんでした。それだけに会の皆さんの協力を得て事務局体制を補強し、 

会の活動を細々とでも継続できるようになればと願っています。よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

     ご療養中の徐彰教さん 
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② 高麗大交流団の奈良訪問をご支援下さい！ ～ 7 月 13 日 ⇒ 14 日 ～ 

総会資料の中で、今年度の行事予定を見ていただくと、韓国・ソウルの名門大学、高麗大の教育学部

の学生交流団の受入れを行なうことが記されています。 

  高麗大の教育学部とは、過去 10 年、親密な関係を保ち、交流団をすでに 2 回受け入れた他、教授や

学生たちと様々な場で交流を重ねてきました。今回の交流団の来訪スケジュールは下記の通りですが、

その行程の中の 7／11（金）～7／12（土）の一泊二日のホームステイと奈良旅行の資金の応援を行いた

いと考えています。ホームステイする学生の数は 12 人前後と予想しており、これまでにホストとして

ご協力いただいた皆さんに順次、声をかけている所です。 

  奈良旅行の提供の理由については、これまでも幾度となくご説明しました。日韓交流史について全く

知識の無い韓国人学生でも、ひとたび奈良を訪れると、古代における半島と日本の結びつきが、想像よ

りはるかに深かったことに目覚め、日本の文化や日本人そのものへの関心を一気に深めてくれるので

す。ただ、今度の奈良旅行の資金は、これまでのように全てを当会が負担する形ではなく、皆さんから

寄せられた善意の寄付の範囲内で協力することにします。今回の交流団の招請がこれまでに比べ、ホー

ムステイの日数や奈良旅行の支援など、いずれをとっても負担を軽くした先行例になれば、と願ってい

ます。 

  大変恐縮ですが、交流団の奈良旅行を応援して頂ける方は、少額で結構ですので、同封の振込用紙で

郵便局から会の口座まで、お振込みください。6月 20日までにお願いいたします。 

 

会の口座名  日韓市民ネットワーク・なごや  口座番号 ００８３０－４－３６４８５ 

 

高 麗 大 交 流 団 ・ 予 定 

7／11（金） ソウル ✈ 名古屋 ～ 名古屋韓国学校でホストと面会 ホスト宅泊まり 

     12（土） ホストと一日行動  → 名駅西 サミットホテル泊まり 

     13（日） ホテル発（マイクロバス）→  奈良法隆寺 → 奈良ユース泊まり 

     14（月） ユース発 → 平城宮跡 → 東大寺 → 名古屋サミットホテル泊まり 

     15（火） （名大生との交流） 

     16（水） サミット発  ～ セントレア（名古屋？）✈ ソウル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （ 2011 年夏 高麗大訪問団・奈良見学 ） 
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       東 欧 へ の 旅                長 澤  進 

 

平成２６年５月１日から９日まで東欧の旅をしました。クロアチア・スロベニア地方ですが、何せ 

日本からはドーハ・ブダベストでの乗継でかなりの飛行時間には丸一昼夜掛ります。元来、言語民族的 

にはスラブ系に属していますが古来ギリシャローマの影響を受け、至る所にゴシッシクロマネスク建造 

物が見られプーラの円形劇場やスプリットのデオクレティアヌス宮殿は、正に其の最たるものです。 

アドリア海の真珠と絶賛されるドブロブニクの風物は、特に中世の遺跡が豊富でキリスト教の施設に 

富んで赤い瓦に城の城壁は、周囲の緑の背景に絵画的には絶妙なコントラストを呈しています。 

オーストリアのハプスブルグ、チェコ、トルコ モンゴルの侵攻に晒され、更には近代ではボスニア 

ヘルチェゴビナドイツ、パルチザン運動を経て、まるで文明の坩堝住民の苦労は並大抵ではないようです。

シャープペン通信機の原型の発明海運業の簿記の採用詩や、文学の豊かな遺産も開花しています。 

自然に恵まれ湖畔のブレッドに浮かぶマリヤ聖教会ポストイナの広大な石灰洞窟、世界遺産にされた 

プルトビッツエは 一度は訪れてみたい風光明媚な山岳探索リゾート地です。 

 

 

 

 

 

 

こちらでは会員の皆様の声を載せております。 

皆様から、 「会員のみんなに伝えたい！」 「韓国のここが 

好き！」は勿論、「こんな旅行して来た」等、日々の暮らしの

様子などの皆さんの声を是非、お送り下さい。 

 

  

 

 


